
Title

Possibility of Legal Adjustment among Rights and
Duties over Genetic Information in Japan :
Patient's Right to Privacy, Relatives' Right to
Know, and Healthcare Providers' Duty of
Confidentiality

Author(s) 大橋, 範子

Citation 大阪大学, 2013, 博士論文

Version Type

URL https://hdl.handle.net/11094/59706

rights

Note

著者からインターネット公開の許諾が得られていない
ため、論文の要旨のみを公開しています。全文のご利
用をご希望の場合は、<a
href="https://www.library.osaka-
u.ac.jp/thesis/#closed">大阪大学の博士論文につい
て</a>をご参照ください。

Osaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University



―
　
 
 ―

230

氏 名 大
おお

　　橋
はし

　　範
のり

　　子
こ

博士の専攻分野の名称

学 位 記 番 号

学 位 授 与 年 月 日

学 位 授 与 の 要 件

博　士（医学）

第　 ２５８８３　 号

平 成 25 年 ３ 月 25 日

学位規則第４条第１項該当

医学系研究科予防環境医学専攻

学 位 論 文 名 Possibility of Legal Adjustment among Rights and Duties over 

Genetic Information in Japan: Patient's Right to Privacy, 

Relatives' Right to Know, and Healthcare Providers' Duty of 

Confidentiality.

( 日本における患者の遺伝学的情報をめぐる権利・義務の調整可能性一

患者のプライバシー権、血縁者の知る権利、そして医療者の守秘義務）

論 文 審 査 委 員 （主査）

教　授　加藤　和人

（副査）

教　授　磯　　博康　  教　授　中岡　成文

【57】

論　文　内　容　の　要　旨



―
　
 
 ―

231

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨




